
練習問題2
(1) 

(2) a=2.776
(3) 

(4)信頼区間に300が含まれているので，缶詰の平均は300グラ
ムを下回ったとは言えない
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1 299 -0.6 0.36
2 299 -0.6 0.36
3 299 -0.6 0.36
4 300 0.4 0.16
5 301 1.4 1.96

合計 1498 0 3.2

平均 299.6 s 2 0.64
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(5) 上の(4)を仮説検定の問題として次のように考えた．文
中の（ ）に最もよくあてはまる語句，数値を記入せよ．

まず，H0 :μ=300，H1 :μ≠300という２つの仮説を立てた．ここでH0は（帰無）

仮説，H1は（対立）仮説と呼ばれる．H0が正しいとすると，

は，自由度（ ４ ）のt分布に従うことがわかっている．そこで，T0の実現値t0（t

値）を計算すると（ -1 ）となる． 自由度（ ４ ）のt分布で P(-a<t<a)=0.95
を満たすaの値はt分布表より（ 2.776 ）である． t0（t値）の値は a よりも絶

対値が小さいので，H0は（有意水準）5％で（棄却）されない．よって，缶詰の

内容量が300グラムであるという仮説は否定されない．
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